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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般財団法人家電

製品協会（AEHA），一般社団法人日本電機工業会（JEMA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，

工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経

済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS C 9912:2007 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 C 9912：2014 
 

電気・電子機器のプラスチック部品の識別及び表示 
The marking for identification of plastic parts for electrical and  

electronic equipment 
 

序文 

この規格は，電気・電子機器に含まれるプラスチック材料に，プラスチック材料の履歴，特性などを示

す識別マークを部品に明示することによって，リサイクルプラントでのプラスチック部品の手解体・分別

作業の容易化及び効率化とともに，プラスチック再生材料の品質向上を図り，機器由来の資源循環を高度

化することを目的に 2007 年に制定した。 

その後，プラスチック再生材料の記号，含有率表示の規定等を新たに追加した ISO 1043-1 が発行された

ことから，規定内容の整合を確保するとともに識別及び表示の運用実態を踏まえ，現状に適した規格とし

て内容を見直し，改正した。 

 

1 適用範囲 

この規格は，電気・電子機器のプラスチック部品（以下，プラスチック部品という。）の識別及びその表

示方法について規定する。ただし，事務機器及び情報・通信機器は適用範囲から除く。 

注記 適用範囲以外の機器について，この規定を適用することを妨げない。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS K 6899-4 プラスチック－記号及び略語－第 4 部：難燃剤 

JIS K 6900 プラスチック－用語 

JIS K 6999 プラスチック－プラスチック製品の識別及び表示 

JIS Q 14021 環境ラベル及び宣言－自己宣言による環境主張（タイプ II 環境ラベル表示） 

ISO 1043-1，Plastics－Symbols and abbreviated terms－Part 1: Basic polymers and their special characteristics 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS K 6900 によるほか，次による。 

3.1 

プレコンシューマ材料 

製造工程における廃棄物の流れから取り出された材料。ただし，その発生と同一工程で再利用できる加

工不適合品，研磨不適合品，スクラップなどの再利用は除く。 


